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今月の表紙　東京都・国立東京学芸大学附属国際中等教育学校　杉本紀子先生

生 徒 と 紡 ぐ

杉本紀子先生　教職歴 24 年。同校
に赴任して21年目。主幹教諭。進路
指導主事。ＳＧＨ委員会主任。

東京都・国立東京学芸大学附属国際中等教育学校　全日制／普通科／共学／１学年
約130人／ 2017年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、東京大、京都大など
に29人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ266人が合格。

広がる世界、広げる世界
　　　小学生にプログラミングを教える私たちの活動

「Programming Of the Kids By the Kids For the 
Kids.」が５年目になり、今はスーパーグローバルハイ
スクール（以下、SGH）の課題研究として、企業と共
同でワークショップを開催したり、訪問する学校数を
増やしたりと、活動範囲はかなり広がりました。
　　　自分たちで訪問先の学校を見つけてきたり、企
業と連絡を取って計画を立てたりする行動力は、正直、
先生以上だなと思うことがあります。
　　　最初はプログラミングが何かすら知らない子ど
もたちが、最後には自力でゲームを作り「できたよ！」
と見せてくれる時にやりがいを感じます。勉強や部活
動との両立は大変だけれど、またやりたいと思うんです。
　　　学校外の人と話す機会がたくさんあるのも、楽
しくて刺激を受けています。今までで一番苦労したの
は、去年参加した SGH 指定校の発表会です。発表は
中１から何度も経験していたけれど、あの時の練習で
は先生からいろいろ指摘されてへこたれそうでした。
　　　初めて参加する公的な SGH 発表会だったから、
研究の信頼性をいかに高めるか、発表会のテーマに

沿った内容になっているか、厳しく指摘したよね。
　　　スライドの内容や発表時の姿勢など、見やすく
分かりやすく伝える重要性を学びました。ポスター発
表もプレゼンテーションも金賞を受賞し、先生から「よ
く頑張ったね」と言われて、すごくうれしかったです。
　　　審査員から高評価を受けて、みんなで大喜びし
たよね。でも、先生としては、発表会でみんなが他校
の発表をしっかり聞いて、先生の予想以上に的確な質
問をしていたのがうれしかったな。
　　　それまで、質問をすると相手の発表が不十分だ
と言っているような気がしていましたが、実際に自分
が発表した後、質問をされると、研究内容に関心を持っ
てくれているんだとうれしくなりました。先生が「質
問は相手へのリスペクトだ」と言われていた意味が分
かって、それからは相手の発言をしっかり聞いて質問
をしたり、感想を言ったりするようになりました。
　　　授業も大切だけれど、体験でしか学べないこと
もたくさんあります。SGH の活動はその１つです。み
んなが安心して社会に出て、たくさんの多様な体験が
できるよう、これからも後押しをしていくね。
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任校では、 たくさんの先生方から、様々なこ

とを教わりました。もちろん、経験が浅い私

なりに、授業、クラス経営、部活動などと、それぞ

れの指導場面で一生懸命に取り組んでいました。で

も、今改めて振り返ってみると一つひとつの指導が、

それぞれの生徒を理解し、育てるものとして十分に

結びついてはいなかったかもしれません。

　そんな私に対して、いろいろな先生が折に触れて

「生徒への接し方」をアドバイスしてくれました。先

生方がそれぞれの言葉で私に教えてくださろうとし

ていたのは、「生徒に大きな影響を与える教師として、

『もっと自分に責任を持て』」ということだと

私は気がつきました。当時、教科指導に力を入れて

いた私が、「生徒指導、進路指導、教科指導はすべて

が互いにつながっている。だから生徒指導の際には、

生徒に集団の中で学び、働くという進路指導につい

ても意識させる必要があり、教科指導では、生徒の

生活面の変化などの生徒指導にも目を向けなければ

いけない」と、１人の生徒を多面的に見る教師の責

任の重大さを理解したのです。

　先輩方からアドバイスをいただいた場面は、今で

も鮮明に覚えています。それは、学びの価値が私の

成長とともにさらに大きくなり、その言葉が発せら

れた瞬間がより深く心に刻まれるからかもしれませ

ん。他者からの学びが自分の血肉として、変化して

いく時間と言えるでしょう。

者を育てる言葉は、発する側と受け取る側の

関係で変わってくるのだと思います。それは、

教師間はもちろん、教師と生徒の関係でも同じです。

同様の指導でも、この生徒にはこの言葉で響くけれ

ど、この生徒には別の言葉の方が響くといったこと

はよくあります。また、同じ生徒への指導でも、タ

イミングが違えば選択すべき言葉は全く変わります。

指導には、「これしかない」という正解が存在せず、

時に誤解やすれ違いも起こってしまいますが、それ

でも恐れずに、自分に責任を持って思いを語り続け

るのが、「教師」という仕事なのだと思います。

　学校も１つの社会ですから、そこにはいろいろな

生徒、先生がいます。何事にも熱い人もいれば、ド

ライな人もいます。特に最近は、生徒も教師もそう

した差異が大きくなっている気がします。それでも

私は、「そういう人だから仕方ない」「言っても無駄」

などとは思いたくはありません。差異は認めた上で、

「この学校では教師も生徒も、誰もが少しずつでも変

わりたい、よくなりたいと願っている」と信じて、

目の前の生徒、そして同僚へのよりよい言葉を探し

ていきたいと思っています。「いつか、きっと伝わる」

という信頼を持ち続ける大切さも、私がこれまでの

教師生活の中で学んだことの１つです。

会は今、個を尊重する時代です。それは大切

な考え方だと思います。ただ、個を尊重する

ことと、それぞれの個が孤立してしまうことは決し

て同じではありません。どんな声かけが効果的なの

かなどはまだまだ勉強中ですが、今後も先生方と同

じ方向を向いて、日々努力していきたいと思ってい

ます。

No. 005
静岡県・沼津市立沼津高校・中等部

谷野公彦先生
やの・きみひこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職 歴23 年。同校に赴任して７年目。
教務主任。数学科。 

静岡県・沼津市立沼津高校・中等部　全日制
／普通科／共学／１学年約 200人／2017
年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、
北海道大、筑波大、横浜国立大などに22
人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京
理科大、明治大などに延べ 173 人が合格。
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